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In order to reuse individual knowledge for organizations or firms, it is important to externalize and systematize individual 
tacit knowledge. In this paper, we propose a novel system named “Keikenchi.com” for experience knowledge recycle, which 
extracts tacit knowledge by conventional electronic questionnaire and systematizes it as patterns. “Keikenchi.com” uses an 
electronic questionnaire to ask personal knowledge recycle, how a past useful experience is reused for solving issues in 
current business activities. Answers are analyzed by Lexical Functional Grammar and an activity dictionary based on five 
basic business processes, and transformed to solution patterns associated with business activities. 

 

1. はじめに 
21 世紀になって，技術や市場の変化はますます早くなり，今

まで以上に組織が知識を創造し，商品やサービスに創造された

知識を活用していくことが求められている．このため，IT を利用

して知識を共有するナレッジマネージメント[Davenport 98]が多

くの企業で実践されている．野中らが The Knowledge Creating 
Company [Nonaka 95]で述べているように，組織が継続的に知

識を創造するためには，ドキュメントなど言葉で表現された形式

知と，個人の経験や勘などの暗黙知の相互作用が重要である．

しかしながら，従来のナレッジマネージメントシステムでは，形式

知の相互作用を支援することが中心であり，暗黙知を形式知に

変換する表出化を IT で支援することが困難であった． 
本報告では，個人が過去の成功や失敗から得た経験知を再

利用して後の課題を解決していることに着目し，個人がリサイク

ルしている経験知を組織で再利用することを支援する知のリサ

イクルシステム「経験知.com」を提案する．経験知.com は，1)個
人の経験知のリサイクルに関して質問する電子アンケート，2)上
記アンケート結果を言語処理し，業務活動と関連付けた課題解

決パターン(Activity-related Solution Pattern)として経験知を表

出化する機能と，3)業務活動から経験知を俯瞰するナレッジマ

ップなどから構成される．以下，第 2 節では，システムの主要な

構成要素を，第 3 節ではプロトタイプの概要を述べる．第 4 節

では，まとめと今後の展望に関して述べる． 

2. 経験知.com 主要構成要素 
経験知.com は，現在，図 1 の様な要素を用いて構成されて

いる．以下，主要構成要素に関する概略を述べる． 

図 1 「経験知.com」システム構成 

2.1 LFG(Lexical Functional Grammar) パーザ 
LFG は自然言語文の解析を行うための文法理論であり，

[Bresnan 78]によってその概念が提唱された後，[Kaplan 82]に
よって現在の形の定式化が完成した．LFG に基づく解析では，

解析結果として c(onstituent)-structure と f(unctional)-structure と

呼ばれる 2 種の構造を出力する．c-sturucture は自然言語文の

構造を，文の形態素を上位のフレーズへと纏め上げることによ

って木構造として表現するものである．一方，f-structure は，

SUBJ(ect)や OBJ(ect)といった文法機能の概念に基づき，文の

格構造，時制，様相，話法等の意味情報を属性-属性値のマトリ

ックス構造で表現するものである．c-structure が言語に依存する

構造であるのに対し，f-structure は言語普遍性を持つ．すなわ

ち，言語が異なれば同じ意味内容を表現する文であってもその

句構造つまり c-structure は大きく異なるが，f-structure の違いは

多くの場合極めて小さいことが知られている[Dalrymple 01]． 

我々は LFG に基づく日本語構文・意味解析システムを構築し，

実文を対象として 95%以上の解析カバー率と 83%程度の係り

受け精度を実現している[増市 03]． 

図 2 F-Structure の例（抜粋） 

2.2 ５個のコアビジネスアクティビティをベースとした活
動辞書 

プ ロ セ ス に 関 す る 知 識 リ ポ ジ ト リ で あ る Process 
Handbook[Malone 99]を研究開発している MIT の Malone らは，

組織における全ての活動は (1) 設計，(2) 購入と 供給に関する

物流， (3) 生産， (4) 販売と搬出に関する物流，(5) 調整と管理
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機能のいずれかの部分活動となると述べている．我々は，上記

の考え方を価値連鎖の観点で捉え直し，すべての企業活動は，

「価値を生産する（以下，生産する）」， 「価値の源泉となる資源

を獲得する（以下，獲得する）」，「価値を顧客に提供する（以下，

提供する）」，「価値と価値を生産するプロセスを設計する（以下，

設計する）」， 「上記 4 つの活動をマネージメントする（以下，マ

ネージする）」という 5 つのコアビジネスアクティビティから構成さ

れると定義した．そして，この 5 つのコアビジネスアクティビティ

を部分活動に展開した．例えば，研究者が論文などから得た情

報を参考にしてアイデアを具現化し学会へ発表する一連のプロ

セスとコアビジネスアクティビティの関係は以下の様に考えること

が出来る．「研究成果を生む」活動は「生産する」に，「論文から

情報を入手する」活動は「獲得する」に，「学会へ成果を発表す

る」活動は「提供する」という，価値連鎖に直接関わるコアビジネ

スアクティビティに対応させることが出来る．また，「研究プロセス

を検討する」活動は「設計する」，「研究予算を管理する」活動は

「マネージする」と，対応させることが出来る．このように，すべて

の業務活動を価値連鎖の観点で 5 つのコアビジネスアクティビ

ティに対応させることで，研究，開発，営業，人事など職種が異

なる活動を関連させることが出来る． 
図 1 に示したように，LFG の出力である f-structure と活動辞

書から，課題解決パターンである Activity-related Solution 
Pattern を抽出する．このため，活動辞書は，述語である動詞を

中心に，目的語となる名詞，さらに述語や目的語に係る格情報

から構成することとした．例えば，「学会へ成果を発表する」活動

は，｛（発表する）, （成果を）, （学会へ）｝の 3 つ組みで表現でき

る． 

2.3 Activity-related Solution Pattern 
リサイクルされている知識の代表的なものとして，Alexander

が提唱したパターン[Alexander 77]をベースとしたデザインパタ

ーン[Gamma 95]がある．また，プロセスに着目したものとしては，

デザインパターンに関連してソフトウェアの開発工程のパターン

を抽出した[Coplien 95]の開発工程の生成的パターン言語が

ある．このほか，課題解決に関する知識として企業でよく利用さ

れているものとして QC ストーリー[例えば，光藤 91]がある．

我々は，開発工程の生成的パターン言語および QC ストーリー

を参考に，組織や企業でリサイクルできる経験知識として，課題

解決のパターンを定義した．この課題解決のパターンは，個人

の過去の経験，経験から学んだ知識（経験知識），経験知識を

適用できる課題と状況，経験知識の適用事例，経験知が利用

できる根拠，経験知を適用した結果から構成される．さらに，過

去の経験および適用事例に関しては，2．2 節で定義した活動

辞書に登録されている業務活動と関連付けることとし，Activity-
related Solution Pattern という名称をつけた．表１に，Activity-
related Solution Pattern の構造と例を示す． 

過去の経験と適用事例を業務活動と関連付けることにより，

過去の経験が異なった活動で再利用されているかを明らかに

出来，さらに，課題，状況，根拠などの情報がコンテキストを提

供 で き る と 考 え ら れ る． このた め ， Activity-related Solution 
Pattern を媒介にして，個人の経験知が組織内外の異なる活動

に再利用されるサイクル，すなわち経験知のリサイクルが促進さ

れることを期待している．   

3. 「経験知.com」プロトタイプ 
現在，「経験知.com」のプロトタイプとして，個人の経験知を調

査する電子アンケートシステム，Activity-related Solution Pattern
に基づく経験知識データベース，経験知識を俯瞰するナレッジ

マップ，LFG パーザなどが構築されている．また，LFG パーザと

活動辞書などを用いて関連活動を抽出する言語処理部分を実

装中である．我々は，このプロトタイプを用いて，社内の有志約

50 名から個人の経験知を収集し，Activity-related Solution 
Pattern を抽出した．現在，その結果を用いてナレッジマップを

構築し，「経験知.com」の有用性を確認している．以下，電子ア

ンケートナレッジマップ，言語処理に関して概要を紹介する． 

表 1 Activity-related Solution Pattern の例 
過去の役に立った経験 経験知 

経 験 か ら 学

んだ知識 
(経験知識) 

お客様のニーズがよ

く分からないときに

は，優秀な人と一緒

に営業活動し，その

人の営業ノウハウや

コツを得るといい． 

過 去

の 経

験 

優秀 な先 輩 に 見

本 を 見 せ て も ら

い，OJT を受けた

ら，お客様のニー

ズをつかむコツが

わかり，営業成績

が伸びるようにな

った． 
課題 なかなか営業成績

の上がらない部下が

いる． 
状況 顧客現場をよく知ら

ないため，お客様の

ニーズを把握してい

ない． 

関 連

す る

活動 

 
顧客のニーズを理

解する． 

経験知識適

用事例 
課内の一番優秀な

営業をその部下に

同行させる． 
根拠 部下の営業スキル

があがり自信を持っ

て活動するようにな

った． 

経 験

時 の

職種 

 
営業 

適用時の職

種 
営業 

結果 課全体の成績があ

がった． 経 験

時期 

 
1995 年 10 月 

関 連 す る 活

動（適用時） 
顧客のニーズを理

解する． 

3.1 電子アンケート 
アンケート票は，図 3 に示すように，職種や所属部門を除い

て，4 つの設問に対して自由文で回答するシンプルな形式とし

ている． 

図 3 電子アンケートのスクリーンイメージ 

アンケート票とActivity-related Solution Patternの対応

役に立った経験時の職種

役に立った経験＋
関連業務活動

課題＋
経験知

状況＋
適用事例＋
関連業務活動

根拠＋結果

Aカンパニー Bカンパニー Cカンパニー
研究本部



The 17th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2003 

- 3 - 

このアンケートは，個人の役に立った経験が後の業務活動で

どのように再利用されたかを簡易的なストーリーとして自由に記

述できる特徴を持ち，個人の暗黙知をできるだけ表出化させる

工夫をしている．また，例を各設問に用意することで，回答者に

記述のガイドを提供し，後工程となる言語処理部分での

Activity-related Solution Pattern の抽出を補佐している． 

3.2 ナレッジマップ 
ナレッジマップは，経験知識データベースの中に Activity-

related Solution Pattern として表現した個人の経験知識を，知識

の獲得（役に立った経験）と適用（経験知識の再利用）に関して，

関連業務活動を軸に俯瞰したものである．図 4 は，約 50 名（現

時点の職種：研究・開発 27 名，スタッフ 10 名，営業 6 名など）

の「経験知.com」の電子アンケートによる回答を手動で解析し

Activity-related Solution Pattern を抽出した結果を，業務活動と

職種の軸で俯瞰した例である． 
図中の矢印は，あるアンケート回答者 A 氏の複数の職種に

またがる経験知のリサイクルの例を示したものである．A 氏はサ

ービスマンとして現場を担当していた時に，ユーザやサービス

マンが何を望んでいるか，すなわち真のニーズを理解し，「頭の

中で理解していることと現実のギャップを埋めた設計をすること

がトラブルを防止することにつながる」という経験知識を得た．そ

の後，A 氏は設計部門に異動し，現在までこの経験知識を製品

の機能全般を設計する際に活かしている．このほか，「B 氏が機

械のアーキテクチャーを設計している時に得た経験知識を，営

業部門のプロジェクトマネージャーとして，内部リソース（人，も

の，金）のマネージメントに活かしている．」 なども電子アンケー

ト回答から抽出できている．このように，ナレッジマップは，企業

内の各組織メンバーの経験知を抽出し，経験知の俯瞰を通じて

知識が様々な業務活動で再利用されている実態を明らかにす

ることが出来る．この結果，個人の経験知が組織や企業全体で

再利用され，経験知のリサイクルを支援することができると，

我々は考えている． 

3.3 言語処理 
現在実装中である言語処理部分では，アンケート結果を

LFG で解析し，分類語彙表などのシソーラスと活動辞書を利用

して，経験知の獲得と適用に関連する業務活動を抽出する．こ

の言語処理ステップの概要を以下に示す． 
• LFG パーザでアンケートの自由回答文を解析し，文内の

述語，目的語，格情報を f-structure 形式で表現する．  
• f-structure 中の述語の動詞部分をシソーラスで展開する．

展開した動詞と，活動辞書に登録されている活動の述語

部分との比較を行う．動詞部分が一致した場合，業務活

動候補とする． 
• 業務活動候補  に目的語にあたる名詞がある場合， f-

structure 中の目的語をシソーラスで展開し，同様の比較

を行う．名詞部分が一致した業務活動候補のみを抽出す

る． 
• さらに，業務活動候補 に格情報がある場合には，同様に

格情報に関しても比較を行い，業務活動候補を絞り込む．  
• 上記 3 つの条件を満たす業務活動候補をユーザに提示

し，関連する業務活動を特定する． 
例えば，「優秀なセールスマンと仕事をし，顧客ニのーズを得

るためのノウハウが分かった．」という回答文から，述語として「分

かる」，目的語として「ニーズ」，目的語の格情報として「顧客」が

図 4 ナレッジマップの例（抜粋） 
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抽出され，「顧客のニーズを理解する」業務活動を関連付けるこ

とが出来る．（図 5（1）） 活動辞書には，5 つのコアビジネスアク

ティビティの部分活動として，Process Handbook を参考に，約４

０の基本的なアクティビティを用意している．このほか，言語処

理部分では，回答文から Activity-related Solution Pattern の課

題，状況，根拠，結果に関する情報を抽出する．例えば，図 3
の質問 A-4 の回答文に対しては，因果関係を表す「ので」「よっ

て」などのキューフレーズを LFG で抽出し，Activity-related 
Solution Pattern の根拠と結果を表す情報を分離する．（図 5
（２）） このように，「経験知.com」の言語処理部分では，我々が

開発した LFG に基づく日本語構文・意味解析システムの機能

を利用し，アンケートの自由回答文から意味（経験知の属性）を

抽出している．   

4. おわりに 
本報告では，個人の経験知のリサイクルを支援する「経験

知.com」に関する概要を紹介した．「経験知.com」は，電子アン

ケートにより個人の経験知を質問し，LFG と活動辞書を用いて，

経験知を業務活動と関連付け課題解決のパターンとして抽出し，

業務活動を中心に経験知を俯瞰する機能を持つ．今後は，言

語処理部分の実装の動作確認を進めるとともに，活動辞書を充

実させ，現在収集したアンケート結果から Activity-related 
Solution Pattern を抽出できるようにしていく． 
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